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以下の式：
【化１】

（式中、
　各Ｒ１およびＲ９は、独立して、－Ｈ；Ｃ１～４アルキル；Ｃ２～４アルケニル；およ
びハロゲン化Ｃ１～４アルキルから選択され；
　各Ｒ３ＮＡおよびＲ３ＮＢは、独立して、Ｃ１～４アルキル；Ｃ２～４アルケニル；お
よびハロゲン化Ｃ１～４アルキルから選択され；
　各Ｒ７ＮＡおよびＲ７ＮＢは、独立して、Ｃ１～４アルキル；Ｃ２～４アルケニル；お
よびハロゲン化Ｃ１～４アルキルから選択され；
　Ｘは、電気的中性を得るための陰イオン性対イオン１種以上である）
で示されるジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）の合成および／または精製
の方法であって、少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、対応する脱アシル化
化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（
ＤＡＰＴＣ）を得るステップ、ここで酸化ステップの反応温度が１～２５℃である；およ
び
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む方法。
【請求項２】
Ｒ１およびＲ９のそれぞれが、独立して、－Ｈ、－Ｍｅ、または－Ｅｔである、請求項１
記載の方法。
【請求項３】
基：－Ｎ（Ｒ３ＮＡ）（Ｒ３ＮＢ）および－Ｎ（Ｒ７ＮＡ）（Ｒ７ＮＢ）が、独立して、
－ＮＭｅ２および－ＮＥｔ２から選択される、請求項１～２のいずれか１項記載の方法。
【請求項４】
Ｘ－が、独立して、Ｃｌ－、Ｂｒ－、Ｉ－、またはＮＯ３

－である、請求項１～３のいず
れか１項記載の方法。
【請求項５】
ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）が、構造： 
【化２】



(3) JP 2009-542786 A5 2010.8.26

を有する、請求項１～４のいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
少なくとも以下のステップ：
　以下の式：
【化３】

（式中、Ｒ１０は、独立して、飽和脂肪族Ｃ１～５アルキル、フェニル、ｐ－メトキシフ
ェニル、またはｐ－ニトロフェニルである）で示される対応するアシル化試薬化合物（Ａ
ＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、以下の式：

【化４】

で示される対応する脱アシル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物を
得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項７】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応する非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）をアシル化
（ＡＣ１）して、対応するアシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を得るステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、対応する脱アシル化
化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物を
得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応する非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）をアシル化
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（ＡＣ１）して、前記対応するアシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を得るステップ［ここで、
前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）は以下の式：
【化５】

で示される化合物であり、前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）は以下の式：
【化６】

（式中、Ｒ１０は、独立して、飽和脂肪族Ｃ１～５アルキル、フェニル、ｐ－メトキシフ
ェニル、またはｐ－ニトロフェニルである）で示される化合物である］；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記精製されたアシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、以下の式
：
【化７】

で示される対応する脱アシル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（
ＤＡＰＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応する非アシル化前駆体の対応する酸化前駆体（ＯＰ
ＮＡＰＡＲＣ）を還元（ＲＥＤ）して、前記アシル化試薬化合物の前記対応する非アシル
化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）を得るステップ；
　場合により、前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）を精製（ＰＵＲＲＥＤ－ＡＣ１）
するステップ；
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　前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）をアシル化（ＡＣ１）して、前記アシル化試薬
化合物（ＡＲＣ）を得るステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、対応する脱アシル化
化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物を
得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応する非アシル化前駆体の対応する酸化前駆体（ＯＰ
ＮＡＰＡＲＣ）を還元（ＲＥＤ）して、前記アシル化試薬化合物の前記非アシル化前駆体
（ＮＡＰＡＲＣ）を得るステップ［ここで、前記対応する酸化前駆体（ＯＰＮＡＰＡＲＣ
）は以下の式：
【化８】

（式中、Ｘａは、Ｘに関して定義されたとおりであり、Ｘと同一または異なっていてもよ
い）で示される化合物であり、前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）は以下の式：

【化９】

で示される化合物である］；
　場合により、前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）を精製（ＰＵＲＤＥＤ－ＡＣ１）
するステップ；
　前記アシル化試薬化合物の前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）をアシル化（ＡＣ１
）して、前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を得るステップ［ここで、前記アシル化試薬
化合物（ＡＲＣ）は以下の式：
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【化１０】

（式中、Ｒ１０は、独立して、飽和脂肪族Ｃ１～５アルキル、フェニル、ｐ－メトキシフ
ェニル、またはｐ－ニトロフェニルである）で示される化合物である］；
　前記アシル化試薬前駆体（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化して、以下の式：

【化１１】

で示される対応する脱アシル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（
ＤＡＰＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項１１】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応するアシル化上流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）を、前記
アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）に変換（ＣＯＮ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、対応する脱アシル化
化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物を
得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項１２】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応するアシル化上流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）を、前記
アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）に変換（ＣＯＮ）するステップ［ここで、前記アシル化上
流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）は以下の式：
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【化１２】

（式中、Ｒ１０は、独立して、飽和脂肪族Ｃ１～５アルキル、フェニル、ｐ－メトキシフ
ェニル、またはｐ－ニトロフェニルである）で示される化合物であり、前記アシル化試薬
化合物（ＡＲＣ）は以下の式：
【化１３】

で示される化合物である］；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、以下の式：
【化１４】

で示される対応する脱アシル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（
ＤＡＰＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項１３】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応する非アシル化上流前駆体（ＮＡＵＰＡＲＣ）をア
シル化（ＡＣ２）して、前記アシル化試薬の化合物の前記アシル化上流前駆体（ＡＵＰＡ
ＲＣ）を得るステップ；
　場合により、前記アシル化上流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）を精製（ＰＵＲＡＣ２－ＣＯＮ

）するステップ；
　前記アシル化上流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）を、前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）に変
換（ＣＯＮ）するステップ；
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　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、対応する脱アシル化
化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物を
得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項１４】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応する非アシル化上流前駆体（ＮＡＵＰＡＲＣ）をア
シル化（ＡＣ２）して、前記アシル化上流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）を得るステップ［ここ
で、前記非アシル化上流前駆体（ＮＡＵＰＡＲＣ）は式：

【化１５】

で示される化合物であり、前記アシル化上流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）は以下の式：
【化１６】

（式中、Ｒ１０は、独立して、飽和脂肪族Ｃ１～５アルキル、フェニル、ｐ－メトキシフ
ェニル、またはｐ－ニトロフェニルである）で示される化合物である］；
　場合により、前記アシル化上流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）を精製（ＰＵＲＡＣ２－ＣＯＮ

）するステップ；
　前記アシル化上流前駆体（ＡＵＰＡＲＣ）を、前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）に変
換（ＣＯＮ）するステップ［ここで前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）は以下の式：
【化１７】

で示される化合物である］；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
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　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、以下の式：
【化１８】

で示される対応する脱アシル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物を
得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項１～５のいずれか１項記載の方法。
【請求項１５】
前記精製（ＰＵＲ）ステップが、沈殿により沈殿物を形成させ、次に前記沈殿物を回収す
ることを含む、請求項１～１４のいずれか１項記載の方法。
【請求項１６】
前記精製（ＰＵＲ）ステップが、再結晶化を含むかまたは更に含む、請求項１～１５のい
ずれか１項記載の方法。
【請求項１７】
前記脱アシル化（ＤＡＣ）ステップが、脱アシル化ステップ条件下で、脱アシル化試薬１
種以上と反応させることによるもので、前記脱アシル化試薬１種以上が、ブレンステッド
酸を包含する、請求項１～１６のいずれか１項記載の方法。
【請求項１８】
前記脱アシル化（ＤＡＣ）ステップが、脱アシル化ステップ条件下で、脱アシル化試薬１
種以上と反応させることによるもので、前記脱アシル化試薬１種以上が、塩酸を包含する
、請求項１～１６のいずれか１項記載の方法。
【請求項１９】
前記酸化（ＯＸ）ステップが、酸化ステップ条件下で酸化試薬１種以上と反応させること
によるもので、前記酸化試薬１種以上が、ルイス酸を包含する、請求項１～１８のいずれ
か１項記載の方法。
【請求項２０】
前記酸化（ＯＸ）ステップが、酸化ステップ条件下で酸化試薬１種以上と反応させること
によるもので、前記酸化試薬１種以上が、ＦｅＣｌ３を包含する、請求項１～１８のいず
れか１項記載の方法。
【請求項２１】
前記酸化（ＯＸ）ステップが、酸化ステップ条件下で酸化試薬１種以上と反応させること
によるもので、前記酸化試薬１種以上が、亜硝酸Ｃ１～７アルキルを包含する；または前
記酸化試薬１種以上が、Amberlite 樹脂I.R.120を包含する、請求項１～１８のいずれか
１項記載の方法。
【請求項２２】
Ｒ１０が、独立して、飽和脂肪族Ｃ１～５アルキルである、請求項６、８、１０、１２及
び１４のいずれか１項記載の方法。
【請求項２３】
Ｒ１０が、独立して、－Ｍｅ、－Ｅｔ、－ｎＰｒ、－ｎＢｕ、または－ｎＰｅである、請
求項６、８、１０、１２及び１４のいずれか１項記載の方法。
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【請求項２４】
Ｒ１０が、独立して、－Ｍｅである、請求項６、８、１０、１２及び１４のいずれか１項
記載の方法。
【請求項２５】
以下の式：
【化１９】

（式中、
　各Ｒ１およびＲ９は、独立して、－Ｈ；Ｃ１～４アルキル；Ｃ２～４アルケニル；およ
びハロゲン化Ｃ１～４アルキルから選択され；
　各Ｒ３ＮＡおよびＲ３ＮＢは、独立して、Ｃ１～４アルキル；Ｃ２～４アルケニル；お
よびハロゲン化Ｃ１～４アルキルから選択され；
　各Ｒ７ＮＡおよびＲ７ＮＢは、独立して、Ｃ１～４アルキル；Ｃ２～４アルケニル；お
よびハロゲン化Ｃ１～４アルキルから選択され；
　Ｘは、電気的中性を得るための陰イオン性対イオン１種以上である）
で示されるジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）の合成および／または精製
の方法であって、少なくとも以下のステップ：
　対応するアセチル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アセチル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、対応する脱アセチ
ル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アセチル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アセチル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物
（ＤＡＰＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む方法。
【請求項２６】
Ｒ１およびＲ９のそれぞれが、独立して、－Ｈ、－Ｍｅ、または－Ｅｔである、請求項２
５記載の方法。
【請求項２７】
基：－Ｎ（Ｒ３ＮＡ）（Ｒ３ＮＢ）および－Ｎ（Ｒ７ＮＡ）（Ｒ７ＮＢ）が、独立して、
－ＮＭｅ２および－ＮＥｔ２から選択される、請求項２５～２６のいずれか１項記載の方
法。
【請求項２８】
Ｘ－が、独立して、Ｃｌ－、Ｂｒ－、またはＩ－である、請求項２５～２７のいずれか１
項記載の方法。
【請求項２９】
ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）が、構造： 
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【化２０】

を有する、請求項２５～２８のいずれか１項記載の方法。
【請求項３０】
少なくとも以下のステップ：
　以下の式：
【化２１】

で示される対応するアセチル化試薬化合物を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記精製されたアセチル化試薬化合物を脱アシル化（ＤＡＣ）して、以下の式：

【化２２】

で示される対応する脱アセチル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アセチル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アセチル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物
（ＤＡＰＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項２５～２９のいずれか１項記載の方法。
【請求項３１】
少なくとも以下のステップ：
　３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０－アセチルフェノチアジンを精製（ＰＵＲ）する
ステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０－アセチルフェノチアジンを脱アシル化（Ｄ
ＡＣ）して、３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを得るステップ：
　場合により、前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを精製（Ｐ
ＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを酸化（ＯＸ）して、前
記塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）を精製（ＰＵＲＯＸ）するステッ
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プ、
を順番どおり含む、塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）の合成および／または精製のため
の、請求項２５記載の方法。
【請求項３２】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアセチル化試薬化合物の対応する非アセチル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）をアセ
チル化（ＡＣ１）して、対応するアセチル化試薬化合物（ＡＲＣ）を得るステップ；
　前記アセチル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アセチル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アセチル化（ＤＡＣ）して、対応する脱アセ
チル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アセチル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アセチル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物
を得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項２５～２９のいずれか１項記載の方法。
【請求項３３】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアセチル化試薬化合物の対応する非アセチル化前駆体をアセチル化（ＡＣ１）
して、前記アセチル化試薬化合物を得るステップ［ここで、前記非アセチル化前駆体は以
下の式：

【化２３】

で示される化合物であり、前記アセチル化試薬化合物は以下の式：
【化２４】

で示される化合物である］；
　前記アセチル化試薬化合物を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記精製されたアセチル化試薬化合物を脱アセチル化（ＤＡＣ）して、以下の式：
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【化２５】

で示される対応する脱アセチル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アセチル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アセチル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物
（ＤＡＰＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項２５～２９のいずれか１項記載の方法。
【請求項３４】
少なくとも以下のステップ：
　３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンをアシル化（ＡＣ１）して、
３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０－アセチルフェノチアジンを得るステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０－アセチルフェノチアジンを精製（ＰＵＲ）
するステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０－アセチルフェノチアジンを脱アシル化（Ｄ
ＡＣ）して、３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを得るステップ；
　場合により、前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを精製（Ｐ
ＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを酸化（ＯＸ）して、前
記塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）を精製（ＰＵＲＯＸ）するステッ
プ、
を順番どおり含む、塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）の合成および／または精製のため
の、請求項２５記載の方法。
【請求項３５】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアシル化試薬化合物の対応する非アシル化前駆体の対応する酸化前駆体（ＯＰ
ＮＡＰＡＲＣ）を還元（ＲＥＤ）して、前記アシル化試薬化合物の前記対応する非アシル
化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）を得るステップ；
　場合により、前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）を精製（ＰＵＲＲＥＤ－ＡＣ１）
するステップ；
　前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）をアシル化（ＡＣ１）して、前記アシル化試薬
化合物（ＡＲＣ）を得るステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記アシル化試薬化合物（ＡＲＣ）を脱アシル化（ＤＡＣ）して、対応する脱アシル化
化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アシル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物を
得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項２５～２９のいずれか１項記載の方法。



(14) JP 2009-542786 A5 2010.8.26

【請求項３６】
少なくとも以下のステップ：
　対応するアセチル化試薬化合物の対応する非アセチル化前駆体の対応する酸化前駆体を
還元（ＲＥＤ）して、前記アセチル化試薬化合物の前記非アセチル化前駆体を得るステッ
プ［ここで、前記酸化前駆体は以下の式：
【化２６】

で示される化合物であり、前記非アセチル化前駆体は以下の式：
【化２７】

で示される化合物である］；
　場合により、前記非アシル化前駆体（ＮＡＰＡＲＣ）を精製（ＰＵＲＤＥＤ－ＡＣ１）
するステップ；
　前記アセチル化試薬化合物の前記非アセチル化前駆体をアセチル化（ＡＣ１）して、前
記アセチル化試薬化合物を得るステップ［ここで、前記アセチル化試薬化合物は以下の式
：
【化２８】

で示される化合物である］；
　前記アセチル化試薬前駆体を精製（ＰＵＲ）するステップ；
　前記精製されたアセチル化試薬化合物を脱アセチル化（ＤＡＣ）して、以下の式：
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【化２９】

で示される対応する脱アセチル化化合物を得るステップ；
　場合により、前記脱アシル化化合物を精製（ＰＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記脱アセチル化化合物を酸化（ＯＸ）して、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物
（ＤＡＰＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記ジアミノフェノチアジニウム化合物（ＤＡＰＴＣ）を精製（ＰＵＲＯ

Ｘ）するステップ、
を順番どおり含む、請求項２５～２９のいずれか１項記載の方法。
【請求項３７】
少なくとも以下のステップ：
　塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）を還元（ＲＥＤ）して、３，７－ジ（ジメチルアミ
ノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを得るステップ；
　場合により、前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを精製（Ｐ
ＵＲＲＥＤ－ＡＣ１）するステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンをアシル化（ＡＣ１）し
て、３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０－アセチルフェノチアジンを得るステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０－アセチルフェノチアジンを精製（ＰＵＲ）
するステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０－アセチルフェノチアジンを脱アシル化（Ｄ
ＡＣ）して、３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを得るステップ：
　場合により、前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを精製（Ｐ
ＵＲＤＡＣ－ＯＸ）するステップ；
　前記３，７－ジ（ジメチルアミノ）－１０Ｈ－フェノチアジンを酸化（ＯＸ）して、前
記塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）を得るステップ；および
　場合により、前記塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）を精製（ＰＵＲＯＸ）するステッ
プ、
を順番どおり含む、塩化メチルチオニニウム（ＭＴＣ）の合成および／または精製のため
の、請求項２５記載の方法。
【請求項３８】
前記アセチル化（ＡＣ１）ステップが、アセチル化ステップ条件下でアセチル化試薬１種
以上と反応させることによるもので、前記アセチル化試薬１種以上が、無水酢酸（ＣＨ３

ＣＯ）２Ｏを包含する、請求項３２～３７のいずれか１項記載の方法。
【請求項３９】
前記精製（ＰＵＲ）ステップが、沈殿により沈殿物を形成させ、次に前記沈殿物を回収す
ることを含む、請求項２５～３８のいずれか１項記載の方法。
【請求項４０】
前記精製（ＰＵＲ）ステップが、再結晶化を含むかまたは更に含む、請求項２５～３９の
いずれか１項記載の方法。
【請求項４１】
前記脱アシル化（ＤＡＣ）ステップが、脱アシル化ステップ条件下で、脱アシル化試薬１
種以上と反応させることによるもので、前記脱アシル化試薬１種以上が、ブレンステッド
酸を包含する、請求項２５～４０のいずれか１項記載の方法。
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【請求項４２】
前記脱アシル化（ＤＡＣ）ステップが、脱アシル化ステップ条件下で、脱アシル化試薬１
種以上と反応させることによるもので、前記脱アシル化試薬１種以上が、塩酸を包含する
、請求項２４～４０のいずれか１項記載の方法。
【請求項４３】
前記酸化（ＯＸ）ステップが、酸化ステップ条件下で酸化試薬１種以上と反応させること
によるもので、前記酸化試薬１種以上が、ルイス酸を包含する、請求項２５～４２のいず
れか１項記載の方法。
【請求項４４】
前記酸化（ＯＸ）ステップが、酸化ステップ条件下で酸化試薬１種以上と反応させること
によるもので、前記酸化試薬１種以上が、ＦｅＣｌ３を包含する、請求項２５～４３のい
ずれか１項記載の方法。
【請求項４５】
前記酸化（ＯＸ）ステップが、酸化ステップ条件下で酸化試薬１種以上と反応させること
によるもので、前記酸化試薬１種以上が、Amberlite 樹脂I.R.120を包含する、請求項２
５～４３のいずれか１項記載の方法。
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